




















はじめに 

事後措置を中心とする母子保健管理のシステム化を考えるとき、単に障害発見後のみにつ

いてシステム化を図るわけにはいかない。それは発達や行動の異常をも障害に含めて考え

れば、障害発見の過程とそれに続く事後措置の過程とが密接不可分のためであり、発見さ

れた異常の内容程度と、事後措置の考え方、内容とはたがいに影響しあう。したがって事

後措置のシステム化のためには、システムへ影響を与えうる、全過程の種々要因について

、その影響の大きさを検討する必要があろう。 

愛媛県においては、地理的にきわめて変化に富むことや保健行政的対応にも相当の地域差

があることから、システム化に影響する地域性の関連要因の探索・検討を主目的とした。

さらにシステムの有効性については、妊婦として、また母親としての行動様式・意識がき

わめて大きな役割をはたすこと、および保健指導や訪問・相談等のサービスについては、

行政側で把握している母子保健情報との関わり方が重要となることから、これらについて

も若干の検討を行っている。 


